
臨床工学技士 下限 上限

G1 300,000 600,000
血液浄化専門臨床工学技士・呼吸治療専門臨床工学
技士認定制度のいずれか

学会発表４回

G2 250,000 320,000 透析技術認定士（必須） 学会発表３回

G3 200,000 270,000

看護師・准看護師 下限 上限

K1 270,000 500,000
救急看護、皮膚・排泄ケア、感染管理、糖尿病看
護、透析看護、慢性呼吸器疾患看護、慢性心不全看
護、ケアマネージャーなど認定看護師のいずれか

学会発表４回

K2 230,000 300,000 透析技術認定士（必須） 学会発表３回

K3 180,000 255,000 看護師経験３年以上 学会発表１回

K4 170,000 200,000 看護師経験３年以下

看護補助 下限 上限

H1 200,000 250,000 介護福祉士、ケアマメージャーのいずれか

H2 170,000 210,000 ヘルパー１級

H3 150,000 180,000

臨床検査技師 下限 上限

R1 300,000 500,000
１級臨床検査士、超音波検査士、
日本糖尿病療養指導士のいずれか

学会発表３回

R2 230,000 330,000 中途採用

R3 180,000 250,000 新卒採用から

診療放射線技師 下限 上限

H1 300,000 500,000 X線CT専門認定技師、他院研修年１回以上のいずれか 学会発表３回

H2 250,000 330,000

栄養士 下限 上限 昇給条件

E1 190,000 300,000 管理栄養士

E2 160,000 220,000 栄養士

事務 下限 上限

G1 300,000 500,000
診療報酬請求事務能力認定試験、医師事務作業補助
技能認定試験、医事業務管理技能認定試験、医事オ
ペレータ技能認定試験のいずれか

G2 230,000 350,000 医療事務技能審査試験（メディカルクラーク）

G3 180,000 250,000 ニチイ医療事務講座受講（必須）

施設管理 下限 上限

S1 170,000 230,000 ヘルパー２級以上

S2 150,000 180,000

＊透析技術認定士の取得は必須です

＊透析技術認定士の取得は必須です
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